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1111．．．．研究研究研究研究のののの目的目的目的目的    

 電気防食工法の外部電源方式における陽極材の耐久性および性能を評価した研究例は少ない．性能評価を行

うにあたってコスト，試験期間の短縮が要求される．そこで本研究ではチタンメッシュ方式を取りあげて急速

試験により性能評価の試験期間の短縮化を図ることを目的とし，さらに急速試験終了後に陽極材のアノード分

極試験を実施して陽極材の耐久性を評価した． 
2222．．．．実験概要実験概要実験概要実験概要    
 チタンメッシュ工法による電気防食を施した供試体

に積算電流密度，測定期間，Cl－の有無をパラメータ
として通電を行った．図 1に供試体の形状を，表 1に
供試体一覧を示す．なお，陽極材にはチタンメッシュ

を用い，表面積は 21．42cm2とした．図 2のように水
中に浸したコンクリートを，表 1に示す条件で所定の
測定期間，定期的に通電電位（インスタントオフ電位）

の測定を行い，通電終了後に陽極材のアノード分極試

験を行った． 
3333．．．．実験結果実験結果実験結果実験結果およびおよびおよびおよび考察考察考察考察    
（（（（1111））））通電電位測定結果通電電位測定結果通電電位測定結果通電電位測定結果    
 図 3 に通電電位およびインス
タントオフ電位の経時変化を示

す．図 3によると供試体M1－3A，
M1－3B において陽極材，鋼材
のインスタントオフ電位と鋼材

表表表表 1111    供試体一覧供試体一覧供試体一覧供試体一覧    

M0-0A ×
M0-0B ○
M0-1B 28 ○
M0-2B 56 ○
M0-3B 112 ○
M0-4B 180 ○
M1-1A ×
M1-1B ○
M1-2A ×
M1-2B ○
M1-3A ×
M1-3B ○
M2-3A ×
M2-3B ○
M3-3A ×
M3-3B ○
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図図図図 1111    供試体供試体供試体供試体のののの形状形状形状形状  
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図図図図 2222    通電回路通電回路通電回路通電回路  

図図図図 3333    通電電位通電電位通電電位通電電位およびおよびおよびおよびインスタントオフインスタントオフインスタントオフインスタントオフ電位電位電位電位のののの経過日数経過日数経過日数経過日数
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の通電電位はほぼ一定で大きな変化はない．ま

た，Ｍ1－3Ａの陽極材の通電電位は増加してい
るのに対してＭ1－3Ｂの陽極材の通電電位はほ
ぼ一定である．よって Clーによってコンクリー
トの抵抗上昇が抑えられ防食電流が流れやすく

なると考えられる．この傾向はほぼ全ての供試

体に共通して表れた． 
 図 4に通電前の初期電位に対するインスタン
トオフ電位の経時変化を示す．NACEの基準に
よると，陽極材のインスタントオフ電位が通電

前の初期電位より 4.0V以上高くなると，陽極材
が劣化してその性能が得られなくなるといわれ

ている．図 3を見ると全ての供試体において電
位差は 4.0V を超えておらず，どの陽極材も
NACEの基準では十分な性能が得られていると
いえる． 
(2) (2) (2) (2) アノードアノードアノードアノード分極試験分極試験分極試験分極試験    
 図 5に通電終了後に行った陽極材のアノード
分極試験の結果を示す．陽極材周辺では水の電

気分解により， 
2H2O → O2 + 4H2+ + 4e－ 

の反応がおこり，陽極材周辺のコンクリートが

局部的に酸性に変化し，陽極材周辺のコンクリ

ートが劣化していると考えられる．図 5から約
600mＶ付近に分極曲線の変局点が見られることから，この電位付近で酸素ガスが発生したと思われる．水の
電気分解による酸素発生反応の平衡電位は，ネルンストの式より 

Ｅ ＝ 0.994－0.0591pH (V vs SCE) 
で与えられ，この電位での pＨはおよそ 7である。また，同じ電位で比較した時，通電時間の長い，供試体の
ほうが低い電流密度を示していることから，陽極周辺の性能が低下していることがわかる．また塩素ガス発生

電位は 1119(mV vs SCE)とされているが，今回の実験では顕著な変化は表れなかった． 
4444．．．．まとめまとめまとめまとめ    
（（（（1111））））コンクリートに大きな電流を流すとコンクリートの抵抗は上昇するが Cl―を含んでいるコンクリートで
はその割合は少なかった．    
（（（（2222））））通電終了後に行ったアノード分極試験から，通電時間が長いほど陽極材の性能が低下していることがわ
かった． 
（（（（3333））））チタンメッシュ陽極材は，NACEの基準に基づいた初期電位に対するインスタントオフ電位測定からは
4.0Ｖを超えておらず長い年月に亘り所要の性能を保持すると予想された． 
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図図図図 4444    初期電位初期電位初期電位初期電位にににに対対対対するするするするインスタントオフインスタントオフインスタントオフインスタントオフ電位電位電位電位  
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図図図図 5555    アノードアノードアノードアノード分極試験分極試験分極試験分極試験のののの結果結果結果結果    
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